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平成１８年２月期業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年７月１２日に公表した平成１８年２月期（平成１７年３
月１日～平成１８年２月２８日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

記

１．平成１８年２月期中間連結業績予想数値の修正（平成１７年３月１日～平成１７年８月３１日）

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

59,100 400 390前回発表予想（Ａ）

56,300 △269 1今回修正予想（Ｂ）

△2,800 △669 △389増減額 （Ｂ－Ａ）

△4.7 △99.7増減率（％） -

56,577 △55 41（ご参考）前年同期実績

２．平成１８年２月期中間業績予想数値の修正（平成１７年３月１日～平成１７年８月３１日）

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

59,100 400 390前回発表予想（Ａ）

56,300 △280 10今回修正予想（Ｂ）

△2,800 △680 △380増減額 （Ｂ－Ａ）

△4.7 △97.4増減率（％） -

56,577 21 88（ご参考）前年同期実績

３．平成１８年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日）

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

118,300 1,000 400前回発表予想（Ａ）

115,500 331 900今回修正予想（Ｂ）

△2,800 △669 500増減額 （Ｂ－Ａ）

△2.4 △66.9 125.0増減率（％）

117,178 △121 △203（ご参考）前年同期実績



４．平成１８年２月期通期業績予想数値の修正（平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日）

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

118,300 1,000 400前回発表予想（Ａ）

115,500 320 910今回修正予想（Ｂ）

△2,800 △680 510増減額 （Ｂ－Ａ）

△2.4 △68.0 127.5増減率（％）

117,178 26 △95（ご参考）前年同期実績

５．連結業績予想数値修正の理由
当中間期におきましては消費環境が改善されない中、競合激化とともに前半の天候不順、後半の
猛暑などへの対応が衣料品などを中心に不十分であったこともあり厳しく推移し、売上高は５６３
億円でありました。これは前年に対し０．４％の減少に止まりましたが、前回発表予想（平成１７
年７月１２日）と比較して２８億円（△４．７％）減少する見通しであります。
業種別には衣料品部門が前年に対して９７．８％、住生活部門１０２．６％、食品部門９９．６
％であり、生鮮食品と住生活の家庭日用雑貨などが伸長いたしましたが、見通しに対しては衣料品

部門で９４．０％、住生活部門で９７．０％、食品部門で９５．０％でありました。
売上総利益につきましては利益率の改善はあったものの、見通しに対して９億円弱減少いたしま
した。これに対し、営業収入の増加、経費の削減に努力をいたしましたが２億円強のカバーにとど
まりました。その結果、経常利益は△２億６９百万円の計上を余儀なくされましたが、特別利益
（民事再生会社小樽ヒルトン株式会社に対する貸付債権の回収益５億５７百万円）等により、中間
純利益１百万円となる見込みであります。
通期見通しにつきましては、下期を当初公表の数値確保に努力をしてまいります。その結果、売

上高は１，１５５億円、経常利益は３億３１百万円でありますが、当期純利益につきましては下記
に記載の特別利益の発生予定により９億円の計上を見込んでおります。

平成１７年度は「内実強化」を図る年度と位置づけ、店舗の活性化、営業力・商品力の強化、仕
入原価の低減も含めた経費削減を目指してスタートいたしました。この内実強化の一環としての店
舗のリニュアルは、余市店を９月に行い、千歳店・北見店を１１月中に行うこととしており、これ
も売上に貢献すると考えております。また、イオングループのメリット追求の一環として、イオン

株式会社が設置した「イオン北海道ＲＤＣセンター」の活用が７月下旬からスタートしました。こ
れはタイムリーな品揃えの改善とともに、取引先との相互の経費効率改善、店舗における入荷から
の仕事の仕方の改善につながると考えられます。
その他当初より進めてきた内実強化の政策について、徐々にではありますが効果が見えてきてお
ります。下期につきましてはより一層の浸透・徹底を図り、目標達成に努力してまいります。

６．特別利益の発生予定について

（１）発生年月日
平成１７年１１月予定

（２）特別利益の内容
当社が所有する、マイカル小樽エネルギー供給株式会社に対する貸付債権の回収が実現で
きる見込みであり、帳簿価格との差額約１０億円を、特別利益として下期に計上する予定で
す。したがいまして、これを今回の通期業績予想に織り込んでおります。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績はこれらの予
想数値と異なる結果となる可能性があります。

以 上


